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不登校、引きこ もり 、発達障害、し ょ う がい等の課題を抱える児童青年期における悩みは奥

が深く 、当事者やその親たちから の相談に対し ては「継続的及び多角的な対応」が必要と さ れ

ています。対応の継続性と いう 面から 考えると 、公的な専門機関においては児童青年期の相談

が継続さ れにく いと いう 現状があり ます。例えば、就学前の子どもについては厚生労働省が対

応し 、就学中は文部科学省と なり 、就学をやめると 再び厚生労働省にもどり ます。こ のよ う に

児童青年期の問題を継続的、多角的に対応できにく いのが行政的な仕組みなのです。し かし 、

児童青年期における問題解決の糸口を探すには継続的、多角的な対応が不可欠です。それも臨

機応変な対応が求めら れます。継続的、多角的に対応するためには何が必要なのでし ょ う か。 

ひと つ目には「行政と 地域と の連携の重要性」を指摘できます。例えば、就学中は学校や教

育委員会に相談するこ と ができますが、義務教育終了後や高校中退後には悩みごと の相談にか

かわる場所を失う こ と になり 、そのため、相談者が孤立し やすく なり ます。義務教育就学中の

児童生徒の課題は義務教育終了後にも継続する可能性は大であり 、孤立し た相談者の相談先が

ない、と いう ケースが多く 見ら れます。また児童青年期における適切な相談がないこ と が、後々

の生活に大きな影響を与えるケースが多く 見ら れます。では、こ のよ う な課題を解決するため

には「行政における縦割り の対応」ではなく『地域力』と いう キーワード が必要だと 考えます。

＜地域＞は「継続的、多角的」な空間です。そこ には問題を解決するためのキーが沢山埋もれ

ています。私たちは「行政･NP0･市民の連携」で創出する『地域力』が児童青年期における問

題解決の糸口になると 考えます。 

 ふたつ目には、「マネージメ ント を重視し た対応作業の必要性」を指摘できます。もと もと

相談と いう ものは、どこ に行けばどう 相談できるかと いう 方向づけをするこ と がカギと なり ま

す。相談の当事者は藁をもすがる思いであちこ ちの相談機関を走り 回り ます。し かし 、それぞ

れの機関が繋がるこ と が難し い場合が多く 、期待し たほどの結果が得ら れないのが現状です。

また対応について複数の機関を必要と するケースの場合などバラバラ に関わっ ても解決の糸

口から 遠ざかるばかり です。従っ て、問題を多角的に考え、マネージメ ント し て行く こ と が大

切と なり ます。『相談する側と 相談さ れる側の間』をコーディ ネート する機能を加味し た相談

室が現在最も必要と さ れていると 考えます。 

 不登校、引きこ もり 、発達障害、し ょ う がい等の課題を抱える子育てに関わる親の悩み、本

人の悩みに対し 、継続的な対応、地域と の連携、ソーシャ ルワークと し てのマネージメ ント を

軸にし た相談活動を通じ 、児童青年期の生活を混乱なく 支援し ていく と いう 視点に立ち、行

政・NP０ ・市民が協働し て「心の相談室＜コ・ラ ・ボ＞」を開設するにあたり 、多く のご賛

同、ご協力が得ら れるこ と を心から 切望いたし ます。 

（文責:望月泰宏）


